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  （百万円未満切捨て）
１．平成27年３月期第１四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

27年３月期第１四半期 3,847 － 485 － 178 140.4 △52 － 

26年３月期第１四半期 105 △1.6 △63 － 74 － 73 － 
 
（注）包括利益 27年３月期第１四半期 52 百万円 （△29.5％）   26年３月期第１四半期 73 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

27年３月期第１四半期 △0.69 － 

26年３月期第１四半期 1.46 1.45 

（注）平成26年３月５日付でライツ・オファリング（ノンコミットメント型/上場型新株予約権の無償割当て）に基づく新株予約権の株主割当て

を行い、当該新株予約権の行使に伴い新株式を発行しております。ライツ・オファリングに基づく払込金額は時価よりも低いため、前連結

会計年度の期首に当該ライツ・オファリングに基づく払込による株式分割相当部分が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益及び潜

在株式調整後１株当たり四半期純利益を算定しております。 
 
（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

27年３月期第１四半期 12,400 6,521 35.1 55.73 

26年３月期 9,943 4,737 26.9 38.94 
 
（参考）自己資本 27年３月期第１四半期 4,355 百万円   26年３月期 2,674 百万円 

（注）平成26年３月５日付でライツ・オファリング（ノンコミットメント型/上場型新株予約権の無償割当て）に基づく新株予約権の株主割当て

を行い、当該新株予約権の行使に伴い新株式を発行しております。ライツ・オファリングに基づく払込金額は時価よりも低いため、前連結

会計年度の期首に当該ライツ・オファリングに基づく払込による株式分割相当部分が行われたと仮定して、１株当たり純資産を算定してお

ります。 
 
２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 
  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
26年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00 
27年３月期 －         
27年３月期（予想）   0.00 － 0.00 0.00 

 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    
 
３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日） 
  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計） 8,012 － 1,094 － 749 437.8 179 25.3 2.33 

通期 16,913 84.4 2,284 99.3 1,828 63.5 583 108.8 7.52 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 有    

 連結業績予想の修正については、本日（平成26年８月７日）公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年３月期１Ｑ 78,159,666 株 26年３月期 68,689,192 株 

②  期末自己株式数 27年３月期１Ｑ 8,942 株 26年３月期 7,901 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期１Ｑ 75,761,473 株 26年３月期１Ｑ 50,403,260 株 

（注）平成26年３月５日付でライツ・オファリング（ノンコミットメント型/上場型新株予約権の無償割当て）に基づく新株予約権の株主割当

てを行い、当該新株予約権の行使に伴い新株式を発行しております。ライツ・オファリングに基づく払込金額は時価よりも低いため、前

連結会計年度の期首に当該ライツ・オファリングに基づく払込による株式分割相当部分が行われたと仮定して、発行済株式数（普通株

式）を算定しております。 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時

点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）におけるわが国経済は、消費税率引

上げに伴う駆け込み需要の反動によって一時的な減速があったものの、雇用情勢の改善の動きが見え、緩やかでは

ありますが回復基調で推移いたしました。 

 当社は、平成25年９月20日から平成25年10月21日の間に、以前より株式の38.6％を所有し持分法適用会社として

いた株式会社ディーワンダーランド（以下「ＤＷ」といいます。）の株券等に対する公開買付けを行い、同年11月

５日にＤＷ株式1,500,000株（発行済株式総数の4.1％）を取得いたしました。これに伴い、当社グループのＤＷ株

式の所有比率が42.7％となり、実質的支配力基準に鑑み、平成25年10月１日付でＤＷ及びＤＷの完全子会社である

株式会社大黒屋（以下「大黒屋」といいます。）を連結子会社といたしました。この結果、当第１四半期連結累計

期間における当社グループの売上高は3,847百万円（前年同期比3,545.6％増）、営業利益及び経常利益につきまし

てもそれぞれ485百万円（前年同期は営業損失63百万円）、178百万円（前年同期比140.4％増）と増加しておりま

す。しかし一方で、平成26年３月５日付で割当てを行ったライツ・オファリング（ノンコミットメント型/上場型

新株予約権の無償割当て）による新株予約権の行使関連費用、平成26年５月16日から同年７月１日の期間で実施し

た下記ＤＷ株式の公開買付関連費用、大黒屋における広告宣伝強化費用、さらに、平成26年４月22日付けで大黒屋

で実施したリファイナンス関連費用を合計で276百万円を計上しております。これらの当第１四半期連結累計期間

における追加費用が収益を圧迫し当社連結業績に大きな影響を与えた結果、当第１四半期連結累計期間における営

業利益及び経常利益は、ＤＷ及び大黒屋の連結化により前年同期に比べ増加したものの四半期純利益を獲得するた

めに必要な金額には至らず、結果、四半期純損失52百万円（前年同期は四半期純利益73百万円）を計上することと

なりました。 

 なお、当社は連結子会社であるＤＷへの投資を拡大するため可能な限り多くのＤＷ株式を追加取得することを目

的として平成26年５月16日から同年７月１日の期間でＤＷ株式の公開買付けを行い、同年７月18日付でＤＷ株式

10,411,883株（発行済株式総数の28.7％）を追加取得いたしました。これに伴い、平成26年７月より開始する第２

四半期連結会計期間から当社グループの主力事業である質屋、古物売買業を営む大黒屋の最終損益の71.5％（当第

１四半期連結会計期間末までは42.7％）が当社連結最終損益に含まれることになるため、当第１四半期連結累計期

間において計上いたしました四半期純損失は同会計期間において解消する見込みです。 

 

 セグメントの業績は、次のとおりであります。 

 なお、大黒屋の営む質屋、古物売買業の業績につきましては、前第１四半期連結会計期間は持分法による投資損

益として投資事業の業績として把握しておりましたが、前第３四半期連結会計期間における大黒屋の連結子会社化

に伴い、同会計期間より質屋、古物売買業の業績として把握することといたしました。これに伴い、前第３四半期

連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同期比較については、前年同期の数値を変

更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。 

 当社グループの主力事業である質屋、古物売買業が属する中古ブランド品小売業界は、昨年末からの一層の円安

傾向から、ブランド品の相場価格が上昇したことに加え、消費税の増税により、4月、5月は国内需要が低迷してお

りました。一方、円安による外国人観光客のブランド品需要が高まり、同業他社間での買取・販売における、一層

の競争激化が続いております。 

 このような状況の下、大黒屋の円安に伴う外国人観光客等向けの売上については、過去最高を記録した昨年の

90%を確保できましたが、国内販売につきましては、価格の上昇及び消費増税の影響が大きく、平成26年４月１日

から平成26年６月30日の期間における売上高は3,759百万円（前年同期4,986百万円より24.6％減少）と前年同期に

比べ減収いたしました（ホームページがリニューアル中のためネット売上も67百万円の減少）。同期間における利

益面につきましては、売上の減少に伴う売上総利益の減少や広告宣伝の強化に伴う広告宣伝費の増加により営業利

益は580百万円（前年同期809百万円より28.3％減少）、リファイナンスに伴い発生したリファイナンス手数料及び

その他関連費用により経常利益は319百万円（前年同期656百万円より51.3％減少）、当期純利益は192百万円（前

年同期395百万円より51.2％減少）と前年同期に比べ減益となりました。（なお、上記の営業利益、経常利益及び

当期純利益については、連結の適用に伴う一定の調整を加えた後の金額となっております。） 

 他方、電機事業の属する電機事業業界は、震災を機に最終ユーザーによる設備点検・強化に伴う製品の発注並び

に省エネ需要を背景としたＬＥＤ関連製品需要の顕在化により、売上高は回復基調にあるものの、長期にわたる産

業用の設備投資の抑制による受注低迷に加え、資材価格や物流経費の上昇、市場規模が小さい中での厳しい価格競

争により収益的に厳しい環境が続いております。 

 このような状況の下、当社の電機事業においては、適正な利益を確保すべく抜本的な事業の見直しに着手し、顧

客に対して製造原価上昇分の販売価格への転嫁を行い、また、製品別の利益幅の改善を進めるとともに、顧客の節

電対応により需要が顕在化しているＬＥＤ製品の新たな販路の開拓に努め、利益率の更なる改善を図っておりま

す。電機事業全体の売上高は88百万円と前年同期に比べ16.4％減少となりましたが、売上総利益は37百万円と前年

同期に比べ45.6％増加いたしました。製品群別には、産業用照明機器群におきましては、売上高72百万円（前年同

期比20.6％減）、電気工事材群におきましては、売上高0百万円（前年同期比116.0％増）、制御機器群におきまし

ては、売上高15百万円（同10.1％増）となりました。 
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（２）財政状態に関する説明

（資産） 

当第１四半期連結会計期間末における流動資産は、10,387百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,491百万円の

増加となりました。これは主に現金及び預金が2,711百万円、商品及び製品が271百万円増加したことによるもので

あります。固定資産は、2,012百万円となり、前連結会計年度末に比べ35百万円の減少となりました。これは主に有

形固定資産が19百万円、無形固定資産が９百万円減少し、投資その他の資産が５百万円減少したことによるもので

あります。 

この結果、総資産は、12,400百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,456百万円増加いたしました。 

（負債） 

当第１四半期連結会計期間末における流動負債は1,832百万円となり、前連結会計年度末に比べ3,237百万円の減

少となりました。これは短期借入金が493百万円、ポイント引当金が６百万円増加し、1年以内に返済される借入金

が3,286百万円、未払法人税等が375百万円減少したことによるものであります。固定負債は、4,046百万円となり、

前連結会計年度末に比べ3,908百万円の増加となりました。これは主に長期借入金が3,900百万円増加したことによ

るものであります。 

この結果、負債合計は、5,878百万円となり、前連結会計年度末に比べ671百万円増加いたしました。 

（純資産） 

 当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は、6,521百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,784百万円

の増加となりました。これは主に新株予約権の行使1,732百万円、四半期純損失52百万円及び少数株主持分の増加

103百万円によるものであります。 

 この結果、自己資本比率は35.1％（前連結会計年度末は26.9％）となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 連結業績予想につきましては、当第１四半期連結累計期間における業績を勘案し、第２四半期連結累計期間及び

通期の業績予想を修正いたしました。 

 詳細につきましては、本日（平成26年８月７日）公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参

照ください。 
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２．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,451,618 4,162,971 

受取手形及び売掛金 519,939 423,338 

営業貸付金 1,987,440 1,959,201 

商品及び製品 3,217,773 3,488,977 

仕掛品 18,728 16,573 

原材料及び貯蔵品 39,225 39,489 

その他 663,909 299,814 

貸倒引当金 △2,699 △2,661 

流動資産合計 7,895,936 10,387,705 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 840,088 840,088 

減価償却累計額 △510,434 △520,869 

建物及び構築物（純額） 329,654 319,218 

機械装置及び運搬具 139,828 139,828 

減価償却累計額 △138,544 △138,677 

機械装置及び運搬具（純額） 1,284 1,150 

工具、器具及び備品 651,556 652,227 

減価償却累計額 △553,058 △563,155 

工具、器具及び備品（純額） 98,497 89,072 

土地 390,971 390,971 

有形固定資産合計 820,407 800,413 

無形固定資産    

のれん 662,142 653,653 

その他 20,855 20,016 

無形固定資産合計 682,997 673,669 

投資その他の資産    

投資有価証券 33,669 37,440 

差入保証金 485,250 483,695 

その他 28,347 20,300 

貸倒引当金 △2,640 △2,640 

投資その他の資産合計 544,627 538,795 

固定資産合計 2,048,032 2,012,879 

資産合計 9,943,968 12,400,584 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 86,296 69,793 

短期借入金 37,000 530,000 

1年内返済予定の長期借入金 4,086,120 800,000 

未払法人税等 378,438 3,052 

ポイント引当金 95,411 102,156 

その他 386,090 327,354 

流動負債合計 5,069,356 1,832,356 

固定負債    

長期借入金 － 3,900,000 

退職給付に係る負債 41,143 37,886 

資産除去債務 14,983 15,045 

その他 81,350 93,493 

固定負債合計 137,476 4,046,425 

負債合計 5,206,833 5,878,782 

純資産の部    

株主資本    

資本金 738,214 1,604,617 

資本剰余金 419,825 1,286,229 

利益剰余金 1,516,074 1,464,004 

自己株式 △1,577 △1,818 

株主資本合計 2,672,537 4,353,033 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,595 2,614 

その他の包括利益累計額合計 1,595 2,614 

少数株主持分 2,063,002 2,166,154 

純資産合計 4,737,135 6,521,802 

負債純資産合計 9,943,968 12,400,584 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

売上高 105,548 3,847,869 

売上原価 81,766 2,575,658 

売上総利益 23,781 1,272,211 

販売費及び一般管理費 86,870 786,520 

営業利益又は営業損失（△） △63,088 485,690 

営業外収益    

受取利息 0 253 

受取配当金 4 368 

受取手数料 － 1,990 

持分法による投資利益 138,276 － 

その他 1,421 1,270 

営業外収益合計 139,702 3,882 

営業外費用    

支払利息 2,518 69,364 

支払手数料 － 199,246 

株式交付費 － 42,628 

その他 － 192 

営業外費用合計 2,518 311,432 

経常利益 74,095 178,141 

特別損失    

減損損失 － 699 

特別損失合計 － 699 

税金等調整前四半期純利益 74,095 177,441 

法人税、住民税及び事業税 721 79,045 

法人税等調整額 － 48,682 

法人税等合計 721 127,727 

少数株主損益調整前四半期純利益 73,373 49,714 

少数株主利益 － 101,784 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 73,373 △52,070 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 73,373 49,714 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 108 2,386 

持分法適用会社に対する持分相当額 390 － 

その他の包括利益合計 498 2,386 

四半期包括利益 73,872 52,101 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 73,872 △51,051 

少数株主に係る包括利益 － 103,152 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当第１四半期連結累計期間において、新株予約権の権利行使により、資本金が866,403千円、資本準備金が866,403

千円増加し、この結果、当第１四半期連結会計期間末において資本金が1,604,617千円、資本剰余金が1,286,229千円

となっております。 

- 8 -

アジアグロースキャピタル株式会社（6993）
平成27年３月期　第１四半期決算短信



（セグメント情報等）

【セグメント情報】
Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年６月30日） 
１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結損 
益計算書計上 
額（注）３   電機事業 

質屋、 
古物売買業 

計 

売上高              

外部顧客への 

売上高 
105,548 － 105,548 － 105,548 － 105,548 

セグメント間の
内部売上高又は 
振替高 

－ － － － － － － 

計 105,548 － 105,548 － 105,548 － 105,548 

セグメント利益

又は損失（△） 
10,910 － 10,910 △1,135 9,775 △72,863 △63,088 

その他の項目              

持分法投資利益

又は損失（△） 
－ 146,106 146,106 △7,829 138,276 － 138,276 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、投資事業及び不動産
賃貸業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△72,863千円は、各報告セグメントに配分していない全
社費用であります。主に、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 
 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年６月30日） 
１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結損 
益計算書計上 
額（注）３   電機事業 

質屋、 
古物売買業 

計 

売上高              

外部顧客への 

売上高 
88,212 3,759,366 3,847,578 290 3,847,869 － 3,847,869 

セグメント間の
内部売上高又は 
振替高 

－ － － － － － － 

計 88,212 3,759,366 3,847,578 290 3,847,869 － 3,847,869 

セグメント利益

又は損失（△） 
24,485 580,331 604,816 △26,430 578,385 △92,695 485,690 

その他の項目              

持分法投資利益

又は損失（△） 
－ － － － － － － 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、投資事業及び不動産
賃貸業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△92,695千円は、各報告セグメントに配分していない全
社費用であります。主に、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
 

２．報告セグメントの変更等に関する事項 
前第３四半期会計期間より、株式会社ディーワンダーランド及びその完全子会社である株式会社大黒屋

を連結の範囲に含めたことに伴い、従来、投資事業として業績把握を行っていた「質屋、古物売買業」を
新たに報告セグメントに加え、報告セグメントとしていた「投資事業」を「その他」の区分へ変更してお
ります。 
なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報については変更後の区分方法により作成しており、

前第１四半期連結累計期間の「１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報」
に記載しております。 
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